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台台湾湾でで口口蹄蹄疫疫発発生生！！  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 台湾の 2 農場で豚の口蹄疫が発生 

 本発生は２００１．２月以来 

 ２００３．5 月に台湾はワクチン接種清浄国に認定されていた 

 ２００８．８月以降、台湾では段階的にワクチン接種を中止していた 

 口蹄疫の撲滅を確認するため、おとり豚を配置していた 

 両農場とも、ワクチン接種していない豚からウイルスが検出された 

 発生農場から半径３km以内のサーベイランスは完了し、新たな発生は見つかっていない 

 発生農場周辺の農場に対して緊急ワクチンの接種を行った 

 現在のところ、感染源として環境中に残存していたウイルスの可能性が高い 

発生の概要 

 発生日 畜 種 農 場 飼養頭数 淘汰頭数 ワクチン接種頭数

雲林県 ２００９／２／４ 豚 １ ６８ ６８ ３１,９５０ 

彰化県 ２００９／２／９ 豚 １ ６,１１２ ６０８ ４,５００ 

２００９年２月２３日掲載 動衛研：台湾における口蹄疫の発生より 

 

 

１ 口蹄疫とは 
牛、豚などの偶蹄類が罹り、口内や蹄冠部に水胞ができるウイルス病です。この

病気は、伝搬力が強く、国際的にも最も重要な家畜伝染病とされていて、日本では

法定伝染病また海外悪性伝染病に指定されています。 

 

２ 主な症状 
① 著しい流涎（よだれ）、体重や乳量の減少。 

② 舌・唇・歯ぐき・ツメの間・乳頭に水胞（みずぶくれ）を形成。 

 



 

 

③ 水胞は、数日で破れ、ただれた様になる。 

④ 死亡率は、５％程度（幼弱な家畜では５０％） 

⑤ ただれた部分に痛みを伴い、採食不能、起立不能から廃用または死亡するな

ど経済的被害が甚大なものとなります。 

 
口蹄疫に罹った家畜の写真 

 

 

 

 

 

 

 

 
牛の舌・唇の水胞・びらん           豚の蹄の水胞・びらん 

 

 

３ 感染経路 
口蹄疫ウイルスに感染した家畜との接触、汚染された飼料（稻わら）肉、乳、加

工品、敷料など全てのものが感染源となります。 
 

 

４ 予防対策 
① 口蹄疫を疑う異常家畜を発見した場合、診療獣医師あるいは家畜保健衛生  

所に連絡すること。 

② 農場、畜舎の出入り時の車両、長靴、作業服などの消毒を十分行うこと。 

③  家畜の状態をよく観察すること。 

④  残飯を給与する場合は、十分加熱すること。 

⑤ 輸入の稲わら、乾草などの使用は可能な限り避けること。 

⑥ 畜産関係者は、発生地域への農場視察旅行などは避けること。 

 

異常な家畜を発見したら下記までご連絡ください。 
 

 

熊本県城南家畜保健衛生所       電話 ０９６６―２２―３８１４ 

熊本県城南地区家畜自衛防疫促進協議会 電話 09６６―2８―３２３４ 

 


